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松 嶋 敦 茂
梅 澤 直 樹
田中真晴先生は,『ロシア経済思想史』(ミネルヴァ書房)の 著者としてつ とに学界に
名を知らしめられ,ま た後年にはF.A.ハイエクの経済思想の要諦を知る.うえで何より
の手引 きと目されるアンソロジ 一ー陣 場 ・知識 ・自由』(ミネルヴァ書房)を 編訳され
た。そのお仕事の魅力は,これらの業績からもうかがわれるとおり,丹念に培われた幅
広 く,豊かな学識 ・教養のうえにまさに後述のウェーバー的 「文化人」の手によって誠
実に結晶化された珠玉の作品として,そ れが備える信頼感になにより求められよう。
こうした先生のお仕事の特質は,残念ながら遺著 となってしまったrウ ェーバー研究
の諸論点』(未来社)に も明らかである。同書は,先 生が長年に亘って発表されて きた
諸論文のうち晩年まで愛着を抱かれ℃きたものをもって編まれた論文集である。第一部





社会科学研究者 ・教育者の思想責任について問題を提起 した学会報告(弩 済学史学会関











まずr経 済論叢」に発表され,そ の後安藤英治他編 『マックス ・ウェーバーの思想像』












バーの命題に関連 して繰 り広げられた考察においては,「「没価値性要請』 を自己の政治
的立場の曖昧性をかくす無花果の葉 として使用する」ような没価値性理論の通俗的解釈
を厳に戒めて,「意識的に世界に対 して態度を取 り,かっこれに意味を与える能力と意






一定の距離を保てず,自 らの知的誠実にもかげりを生 じさせたとい う想いは,苦 く重
かった。こうして,ロ シアにおけるマルクス主義の研究に向かわれたさいには,レ ーニ
ンの著作によリレーニンの時代をつかんだうえで レーニンの理論をもってきてその現実


















に甲南大学へと転出された。そ して,上 述の学会報告での言葉を借 りれば,「自分 自身
を確かめるために」スミス,ロ ック,ホ ッブズなどを再び読み始められた。高校時代か
らなんとなくカントに憧れられ,し たがって新力.ント派の認識論やウェーバー研究に親




よいであろう。それはまた,先生の裾野の広い,豊 かな学識6教 養の基盤を構成 してい




ス,Mフ リー ドマン,K.ボールディング,エ コロジス トの諸書 などのなかで,true
individualismを掲げたハイエクにとくに興味を抱かれることとともなっていった。
このリベラリズム研究は,冒頭で触れた 『市場 ・知識 ・自由」を生み出すとともに,





















での制度派経済学 に通じる側面において,力 を発揮 し.うるであろうとも評価されていた。
こうして先生は,繧 済原論講座担当当時,現代的状況を見据え,経験的に論証 しうる地















バーの貨幣論に内在 しながら視野広 くかつ緻密に考察されようとした,教 えられるとこ
ろの多い興味深い労作であるが.「貨幣生成の論理」はそれを前提に,マ ルクスの価値
形態論を再構成された。第且形態から第IH形態さの移行に関してマルクスが遺 したアポ
リアに,ウ ェーバーの理解的方法を駆使 してまさに経験的.に論証 しうる地盤で一歩.一歩
継密に迫られた力作である。管理通貨制度を包摂しうる論理展.開を目指されている点に










はずのものであった。 じっさい.同 論文には,イ ギリスのみならず,ア メ,,カ,ドイツ,






くなった。先生は,視野広 く,.深く豊かな学識 ・教養を備えた,ま さにそうした経済学
史家.経済思想史家の ・人であっただけに,も はやその通史を拝読することがかなわな
くなって しまったことはなんとも惜 しまれると思わざるをえない。
